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要旨  
明治以降、日本は西洋の技術を学習することによって、近代化の道に乗り出
し、鉄道や汽船などの交通機関を利用しながら、中国大陸と朝鮮半島を連結し
た巨大な交通機関網の建設に成功した。1862 年「千歳丸」の中国来航を皮切
りに、長年間中国に強い憧れを抱いていた岡倉天心、夏目漱石、内藤湖南、佐
藤春夫、芥川龍之介などをはじめとする日本知識人は一時期中国を訪れ、「中
国考察」、とりわけ大正時代には「中国趣味」とまで言われる風潮を引き起こ
した。これらの近代日本知識人は中国の風土や思想、民衆などをめぐって考察
を行い、大量な旅行記を書き残した。こうした旅行記を分析することによって、
当時の日本知識人が構築した中国イメージ、あるいは中国認識を窺うことがで
きる。 
「自分の知識と感情とを豊富にして呉れた支那の国、激しい現実となつかし
い夢とを見せて呉れた支那の国、驚異の国、神秘の国、煙草の国、美酒の国、
その国は今日をかぎりに永遠に追懐の料とならなければなりません。」(小林
愛雄，1911:210)これは東京帝国大学英文科を卒業した日本の詩人、作詞家、翻
訳家たる小林愛雄が、中国を離れた際に残した言葉である。1908 年、氏は明
治日本知識人の典型的な代表として中国を訪れ、『支那印象記』という中国旅
行記を書き残し、当時の中国社会全体のあり方を詳細に記録した。1908 年、
中国はちょうど戊戌変法の失敗を経験し、辛亥革命の直前という特殊な時期に
あり、新旧文明が激しく衝突していた。本論文は「クロスカルチャーイメージ
論」を立脚点として、小林愛雄の『支那印象記』を中心に取り上げ、その中に
描かれている中国の風土や人物を分析することによって、小林愛雄の中国イメ
ージはどのようなものなのか、いかに構築されたのかを明らかにし、こうした
中国認識に至った経緯およびその実質を究明しようとするものである。 
第一章では、まず本論文の研究背景と研究目的を説明する。その上、先行研
究を整理しながら、その不足を指摘する。最後は、本研究の研究方法および研
究視角について叙述する。 
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第二章では、小林愛雄が中国に訪問した際における歴史と時代背景を主とし
て紹介する。 
第三章では、小林愛雄の『中国印象記』を取り上げながら、その中に描かれ
ていた「中国」を風土および人物という二つの面から考察する。 
第四章では、小林愛雄の中国イメージはどのように構築されたのかについて
分析を行う。 
第五章は結論である。小林愛雄の中国認識・理解の基盤は西洋の文明論であ
り、その目的は中国を一つの道具として利用し、日本を見つめなおし、日本の
アイデンティティを確認することであり、その上、氏が言及した「中日提携」
の実質は中国を植民することであるという結論へ導く。 
 
キーワード：小林愛雄 支那印象記 クロスカルチャーイメージ論 文明論 
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摘  要  
明治以来，率先踏上近代化道路的日本建立了一个连通中国大陆、朝鲜半岛
和日本的便利的交通网。从 1862 年的千岁丸来航中国到 1945 年的日本败战，长
期以来对中国怀揣着无限向往的冈仓天心、夏目漱石、内藤湖南、佐藤春夫、芥
川龙之介等一大批日本知识分子访问中国，掀起了一股中国考察、中国见闻甚至
是“支那趣味”的热潮。在这些游记中，日本知识分子从中国风土、中国人物、
中国思想等不同角度考察中国，而从这些文本中，我们也可以窥探当时的日本知
识分子视野下的中国形象及其对中国的认识。 
“残酷现实与美好梦幻的中国，奇异的国度，神秘的国度，烟草的国度，美
酒的国度，从今天起，这个国家必定会成为我永久追忆的对象。”（小林爱雄：
2007,132）这是毕业于东京帝国大学英文科的日本诗人、作词家和翻译家小林爱
雄在离别中国之际所留下的一段话。作为当时日本知识分子的典型代表，他于
1908 年，也就是辛亥革命的火焰喷薄欲出、新旧文明激烈碰撞的时候前往中国，
并写下《中国印象记》一书，反映了当时作者视野下中国社会的整体风貌。本文
选取小林爱雄的游记《中国印象记》作为研究材料，通过阐述小林爱雄视野下的
中国风土与中国人物，来研究其中国考察所构建起来的中国形象，进而探讨其认
识与理解中国的思维模式及深层内涵。 
第一章序论部分主要介绍本研究的研究背景、研究目的、至今为止的先行研
究所取得的成果和不足之处以及本研究的研究方法、研究视角。 
第二章主要介绍和分析小林爱雄前往中国的历史和时代背景。 
    第三章主要以《中国印象记》内的文本作为材料进行解读，分析小林爱雄笔
下的中国风土和中国人物。 
第四章主要分析其视野下中国形象的建构并对其进行评价。 
    第五章为结论部分，主要指出小林爱雄认识与理解中国的前提是以西方的
文明论为中心，其目的是以中国为工具来审视日本自身，确认日本自身身份，进
而探讨所谓的中日“提携”、实质上是“殖民”中国的可能性的深层内涵。 
关键词：小林爱雄  中国印象记  跨文化形象学  文明论 
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第一章 序論  
1.1 研究背景と目的 
明治以降、日本は西洋の技術を学習することによって、近代化の道に乗り出
し、鉄道や汽船などの交通機関を利用しながら、中国大陸と朝鮮半島を連結し
た巨大な交通機関網の建設に成功した。1862 年「千歳丸」の中国来航を皮切
りに、長年間中国に強い憧れを抱いていた岡倉天心や夏目漱石、内藤湖南、佐
藤春夫、芥川龍之介などをはじめとする日本知識人は一時期中国を訪れ、「中
国考察」、とりわけ大正時代には「支那趣味」とまで言われる風潮を引き起こ
した。これらの近代日本知識人は中国の風土や思想、民衆などをめぐって考察
を行い、大量な旅行記を書き残した。その代表作としては、岡千仭の『観光記
遊』（1884）、内藤湖南の『燕山楚水』（1900）、夏目漱石の『満韓ところどころ』
（1909）、芥川龍之介の『支那遊記』（1925）などが挙げられる。 
こうした中国紀行は、当時における日本知識人の中国観、あるいは中国イメ
ージをある程度反映し、一般の旅行記と違って独特な時代性と歴史性を持って
いる。よって、単なる旅の記述として見なすよりも、当時の歴史や思想を研究
するための重要な文献資料として取り扱われている。それゆえ、明治以降の日
本人の中国紀行をめぐる研究は、早くも学者から注目を浴びた。特に、夏目漱
石や芥川龍之介、谷崎純一郎などの文学者によって書かれた中国紀行は、中国
においてはすでに研究ブームを引き起こしている。ところが、小林愛雄に焦点
を当てた研究は、現在に至ってもそれほど多くないようである。 
「中国とは何か」という問いに関して、近代日本知識人の文化的考察による
と、それは単なる目前にある「破碎山河」、「西風痩馬」のみならず、また「君
子詩性」、「豪傑の郷」にも止まらず、それは中国と日本、そして、東洋と西洋
の間に横わたって消しても消えない記憶であり、想像を引き起こす印象でもあ
る。このような感覚は、中国学者張越傑氏が編纂した「中国旅行記シリーズ」
の中における学者小林愛雄の中国考察から、読み取り、また味わうことができ
る。 
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小林愛雄は明治から昭和までの詩人、作詞家、翻訳家である。1908 年末か
ら 1909 年初頭にかけて、氏は明治日本知識人の典型的な代表として中国に訪
れ、『支那印象記』という中国の旅行記を書き残し、当時の中国社会全体のあ
り方を詳細に記録した。当時、中国はちょうど戊戌変法の失敗を経験し、辛亥
革命の直前という特殊な時期にあり、新旧文明が激しく衝突していた。 
「人が眠っている国、老衰の大国」。(小林愛雄，1911:9)これは恐らく自由知
識人の小林愛雄が中国考察で残した印象であった。しかし、この旅行記を出版
するにあたり、氏は「一九一一年晩秋南清革命軍の戦報を耳にしつつ」(小林
愛雄，1911:11)との記載を前書きに残した。「人が眠っている」と「老衰な大国」
という印象は、中国の伝統と現実に基づいて構築した中国イメージであり、一
方、「晩秋南清革命軍の戦報」はやがて中国で発生しようとする激変を予告し
たように思われる。では、氏はどのような立場で中国を考察していたのか、そ
して、こうした中国考察によってどのような中国イメージを構築したのか？こ
うした問題意識に基づき、本論はクロスカルチャーイメージ論の視点から、小
林愛雄が構築し中国イメージについて分析を行い、氏の中国イメージの背後に
潜んでいる日本的考え方およびその時代の言説空間を認識・理解する。 
 
1.2 先行研究と本研究の位置づけ 
1.2.1 先行研究およびその問題点 
小林愛雄が構築した中国のイメージを研究するためには、同時代の日本知識
人全体の中国認識や中国紀行に関する研究を把握することが必要であると思
われる。以下では、先行研究を①近代における日本知識人の中国認識研究、②
明治における日本知識人の中国紀行に関する研究、③小林愛雄の『支那印象記』
に関する研究、という三つの部分に分けて時間順に概観する。 
（1） 近代における日本知識人の中国認識研究 
①劉建輝 『産生自日本的中国「自画像」』（2004） 
この論文では主として三つの時代に分け、日本人の中国認識を紹介した。 
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i 江戸末期 この時期における日本人の中国認識は、主に中国に来訪した
使節によって構築されたものであり、上海と香港を目にした使節たちは資本主
義の発達に感心したのみならず、中国という大国に対する尊敬心もまだ残って
いる。 
ⅱ 明治時代 明治時代における日本人の中国認識は客観性を失っており、
日本及び日本人のアイデンティティを確立するためには、中国と朝鮮は否応な
しに日本という文明国の比較対象とされ、近代国民国家の評価標準によって完
全否定されていた。墜落、不清潔、公共観念の欠如などが当時主流の中国認識
になっていたと言えよう。 
ⅲ大政中期 この時代における中国認識は明治時代と一変し、明治時代に生
み出された墜落、不清潔、公共観念の欠如などの中国観をひどく批判すること
が、逆に作家や詩人の間に人気を博し、「退廃な美」を帯びる中国というイメ
ージが当時の主流となっていた。 
②高増傑 「福沢諭吉与近代日本人的中国観――思想史和国際関係的接点」
（1993） 
この論文は近代日本における２種類の中国観を中心に議論し、一つは福沢諭
吉が代表した中国観であり、もう一つは夏目漱石、岡倉天心などが代表した中
国観である。高氏は上述した２種類の中国観を分析し、以下のような結論を出
した。 
福沢諭吉の中国観は、明治 8 年から明治 11 年にかける２年間を境に、前後
相異なる傾向を呈していた。明治 11 年以前、福沢諭吉は西洋列強に対抗する
立場から、日本を中国と同じく半開化国家に分類し、中国を含むアジア諸国に
対して一種の親近感を抱いており、西洋列強の脅威に曝されていた日本人が中
国人とは同一運命共同体であることを実感していた。しかし、明治８年以降、
福沢諭吉は生物進化論の影響を受け、弱肉強食の法則から、中国を遅れている
文明の代表として見なし、そして日本が民族の独立、文明の開化を図る唯一の
道は「脱亜」であるという考え方に至った。このような考え方が近代日本知識
人の中国認識に大きな影響を与え、文明開化以降における日本人の中国に対す
る優越感もこれに由来していたと高氏が推測した。 
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 4 
福沢諭吉と異なり、夏目漱石、岡倉天心が代表した一部の日本人は、歴史上
における中国と日本の共通点を認め、多文明共生の時代において中国文明が重
要な位置を占めること、そして、これから中国文明も不可欠な文明として存在
し続けることを指摘した。ただし、その後、岡倉天心の「アジアが一つ」とい
う理論が日本国粋主義者に利用され、アジア主義の理論基盤となったことも否
めない事実である。 
③戚稀章「近代日本的興亜主義思潮与興亜会」（2008） 
同論文は、近代日本の興亜主義と興亜会を中心に紹介したものである。興亜
主義については、前述した高増傑の論文の中でも論じられたが、この著書はそ
の補足であると言えよう。 
戚稀章によると、19 世紀 70 年代から盛んに興ってきた日本の興亜主義思潮
の中で、多くの流派が生み出され、各流派の主張は相互に影響しつつもそれぞ
れ相違点がある。戚稀章は、興亜主義思潮を以下のように分類する。 
 ⅰ、小笠栖香（おがさすみか）が代表した宗教啓蒙派 
 ⅱ、岡倉天心(おかくらてんしん)が代表した文化復興派 
 ⅲ、植木枝盛（うえきえもり）、宮崎滔天（みやざきとうてん）が代表した
自主連盟派 
ⅳ、江藤新平（えとうしんぺい）、副島種臣（そえじまたえおみ）が代表し
た大陸政策派 
ⅴ、曾根俊虎（そねとしとら）、金子弥平（かねこやへい）が代表した合縦
連衡派 
その上、戚稀章は各流派の論調に相違点があるのにもかかわらず、その本質
は日本の大陸雄飛思潮の延長に過ぎないと指摘した。 
（2）明治時代における日本知識人の中国紀行に関する研究 
近年、明治時代における日本知識人の中国紀行に関する研究が盛んに行われ、
以下では、日本知識人の中国紀行を対象とする代表的な研究を取り上げる。 
① 小島晋治 『明治日本人の中国紀行』（2001） 
『明治日本人の中国紀行』は、『20 世紀の中国研究』という書物に収録され
ている論文である。その主要内容は、尾崎行雄、亀井茲明、徳富蘇峰などの明
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 5 
治時代の旅行記に現れた日本人の中国国家観、中国人観に関する研究である。
小島晋治によれば、明治時代における日本人の中国国家観及び中国人観は以下
のようにまとめられる。 
ⅰ、中国は、古来しばしば蛮族の民に政権を掌握されてきたことから、他国
の支配を甘受する習慣があり、また、交通機関が乏しいため、長い間中国の各
地方が分断されている状態にあったため、中国人には国家観念と公共観念が全
然なく、あくまでも個人主義で、利己主義である。 
ⅱ、日本人と対比してみると、中国人には関羽、魯知深、武松などかなりの
勇者も存在するが、細かく観察すると非常に軟弱な国民である。 
ⅲ、中国人には正邪という標準がなく、あるのは利害の打算だけである。 
ⅳ、中国人は傲慢で忘恩の人間である。 
ⅴ、中国人は集団や団体で行動することができない。 
②張明傑『明治漢学家的中国遊記』（2009） 
同じく明治の日本人の中国紀行に関する研究ではあるが、張明傑はこの論文
にて竹添進一郎（たけぞえしんいちろう）、岡千仭（おかせんじん）などの漢
学者を研究視野に入れ、彼らの中国紀行を分析し、以下のような 2つの結論を
導いた。 
ⅰ、明治時代の漢学者は、幼い頃から漢学を中心とする教育を受けていたため、
中国紀行を始める前にはすでに「文化的な中国」というイメージを構築した。
実際に中国に訪れた時、過去のイメージと大きなコントラストが生じ、現実の
中国に大きな失望を覚えた。 
ⅱ、西洋文明論の影響を受けたため、日本の漢学者は常に西洋文明論を物差し
として中国を評価し、中国を軽蔑する論調もそこに由来した。 
③張明傑『明治時期日本人的中国遊記文献総述』（2013） 
同論文は、明治時代における日本人の中国紀行を概観したものであり、以下
のような 3つの結論を導いた。 
ⅰ、明治維新以降、日本人の中国紀行が盛んになった理由としては、政府が
積極的に中国への進出を図っていたこと、そして交通機関が発達したことが挙
げられる。 
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ⅱ、中国紀行の主体者として、官僚あるいは政治家、軍人あるいは浪人、学
者あるいは留学者、記者、作家あるいは芸術家、教育事業に携わっている人、
実業家あるいは商人、宗教界などが多く見られる。 
ⅲ、明治時代における中国紀行は、単なる観光の記録として見なせるものが
少なく、その多くは当時日本の大陸拡張政策に深く関わっていることが明らか
である。 
（3）小林愛雄の『支那印象記』に関する研究 
前述したように、近年、明治日本知識人の中国紀行は数多くの研究に取り扱
われているのにもかかわらず、小林愛雄の『支那印象記』を研究対象に挙げる
論文は少ないようである。以下はその代表的な一本を紹介する。 
胡天舒、韓賓娜 「近代日本学人的中国観察――以小林愛雄的「支那印象記」
為中心」（2013） 
胡天舒と韓賓娜は小林愛雄の『支那印象記』を取り上げ、小林愛雄の中国認
識を分析したものである。同論文は単なる中国軽蔑論と中国侵略論を以て、小
林愛雄の中国観を総括するのは不完全であり、氏の中国観は西洋の文明論を基
盤となし、中国文明停滞論の論調を表しており、西洋の西洋文明中心論にも合
致しているものであると指摘した。 
 
先行研究には明治時代における日本知識人の中国認識、そして中国旅行記を
大きな歴史背景のもとで全般的に分析し、総括的に結論を出す論文が多いよう
である。無論、明治時代を生きてきた知識人の一人として、小林愛雄の中国認
識は同時代の知識人と一致性を見せていることは否めない事実である。ただし、
一人の人間の考え方あるいは観念の形成には個人の独特な成長史や教育背景
に大きく関わっていると言える。小林愛雄が構築した中国のイメージや氏の中
国認識の形成にも必ず氏の独特な部分があり、氏に関する研究を行う際、先行
研究で出来上がった既成観念の枠に当てはまらずに、その特殊性を究明するこ
とは必要であろう。 
また、筆者の調べる限り、胡天舒と韓賓娜の論文は『支那印象記』のコンテ
キストの一部しか取り上げず、それに関する解説や分析も比較的に少ないため、
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 7 
『支那印象記』を巡って、まだ研究価値のあるコンテキストが多いように思わ
れる。その上、同論文はあくまでも「東洋」と「西洋」という文明論の立場か
ら小林愛雄の『支那印象記』を分析したものであり、「日本人の視野から中国
を見る」という片方の視点を呈している。現在まで、クロスカルチャーイメー
ジ論という研究視点から同旅行記を分析することは未だないようである。 
1.2.2 本研究の主旨・視角・内容・方法 
（１）本研究の主旨 
上述した問題点を少しでも解決できるように、本研究はクロスカルチャーイ
メージ論を立脚点として、小林愛雄の『支那印象記』を取り上げながら、その
中に描かれていた中国の風土、人物を分析することによって、小林愛雄の中国
イメージはどのようなものであるか、また、いかに構築されていたのかを明ら
かにし 、氏の中国認識に至った経緯およびその実質を究明しようと試みるも
のである。 
（２）本研究の視角：「クロスカルチャーイメージ論」 
「クロスカルチャーイメージ論」は現代日本学者山室信一が「他者」の概念
とジャック・ラカンの「鏡像段階論」をクロスカルチャーイメージ学に導入し
て成立させた理論であり、その中心となる概念は「他者」と「鏡像論」である
(呉光輝，2013:120)。 
 「他者」（Others）と「自己」(Self)という二つの言葉は、元々ポストコロ
ニアル理論における専門用語である。「他者」（Others）と「自己」(Self)は一
組の対立する概念であり、ポストコロニアル理論の中では、西洋人は主体性を
持つ「自己」(Self)として存在し、西方世界以外の植民地の人々は「他者」
（Others）と分類される。この意味から考えると、「他者」という概念の背後
に潜んでいるのは実は西洋文明中心のイデオロギーである。現在に至って、「他
者」と「自己」の概念はポストコロニアル理論のみならず、文化人類学、文学、
翻訳学などの学術分野においても幅広く使われるようになってきた。ただし、
この「自己」と「他者」の対立問題は西洋と東洋の間のみならず、東洋内部の
問題を分析する際にも適用されるように思われる。山室信一氏は、日本人の中
国認識を研究する際にこの二つの概念を導入し、同分野において一つの新たな
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 8 
研究の視角を生み出した。 
 山室信一氏は今までの中国観や日本観をコメントするにあたり、以下のよう
に指摘した。「以前の中国観、中国に関する印象あるいは日本観などの認識の
大多数は片方（中国側か日本側）が如何に他方を考え、そして感受する認識に
止まっており、単方向の視点で（相手を）とらえていることを特徴としている。」
(山室信一，2004:15)この一言は、現時点での中国認識に関する研究における一
つの大きな問題点を提示した。すなわち先行研究の視角は単方向であるという
問題。「他者」と「自己」という二つの概念を導入することによって、いまま
での単方向の視点を変え、日本人の中国認識を研究する際に、「日本」と「中
国」という二つの角度から日本人の中国認識をとらえることができる。 
 「鏡像段階論」は、心理学者のジャック・ラカンによって提起された理論で
あり、主に幼児がどのようにして人間の自我を形成していくかについて論じて
いる。同理論によると、人間の幼児は生まれてすぐの状態では、「これが自分
だ」という「統合された自分自身のイメージ」というものを持っていないので
ある。鏡に映った自分の姿を見ることによって、はじめて「これが自分だ」と
いう意識が芽生え、それを元に自我のイメージである「想像的自我」というも
のを形成していくわけである。 
 また、「他者」との絡みも重要であり、「母親」や「父親」など、「他者」と
接しながら生活することで、「他者にとっての自分」というイメージを形成し
ていき、そして、それが最終的に「想像的自我」と言われる自分自身の「自我」
となってくるのである。つまり、「他者」が「自分自身を映す鏡」としての機
能を果たしており、それらが映し出している「鏡像」から、「自我」を形成し
ていくということになる。 
ラカンの理論はあくまでも心理学の範疇を越えていないが、この「他者」が
自分自身を映すという考え方は、日本人の中国認識を分析する際にも運用でき
るようである。見ることは見られることでもあり、他者は鏡のように、自己を
表現する一つの媒介として存在しているはずである。個人にとって一人の他者
を語ることが結局自己を表現することであるように、日本側から見た中国につ
いてのイメージは結局日本をも表現するものである。日本人が「他者」である
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